
2021.11／1-2  奈良・人と自然の会 20 周年記念一泊研修旅行 

紅葉の大台ヶ原（東大台）と奥大和を訪ねて 

行程：11 月 1 日（月） 

奈良商工会議所前 8 時ー桜井―169 号―道の駅杉の湯川上―大台ケ原駐車場―東大台散策（昼食）―大台ケ原駐車場―ホテル杉の湯 17 時（泊） 

行程：11 月 2 日（火） 

ホテル杉の湯―丹生川上神社上社―蜻蛉の滝―丹生川上神社中社―ふるさと村（昼食）―天誅義士の墓―八咫烏神社―榛原―針―近鉄奈良駅前 15 時 30 分  

参 加 者 

1. 尾崎信次  13. 飯島八重子 

2. 小島武雄  14. 池田富子 

3. 杉本 登   15. 岩崎雅子 

4. 鈴木末一  16. 上西千代子 

5. 千載輝重  17. 衣笠博美 

6. 中井 弘   18. 高間祥子 

7. 増田典男  19. 坪井都子 

8. 松尾 弘   20. 豊田治代 

9. 守口 誠   21. 守口京子 

10. 八木健彦  22. 吉田英子 

11. 福田美伸  23. 戸田博子 

12. 冨井忠雄  24. 青木幸子 

 

 

（世話人：福田・冨井・戸田・青木） 

アルバム：青木幸子 大台ヶ原駐車場（10:30）天気良し、装備良し、弁当と飲み物は持った、さあ出発だ－（写真 冨井さん） 



 
緑綬褒章受賞 

            

 

嬉しいニュースと久し振りの一泊研修旅行！ コロナも落ち着いてワクワク感いっぱいの大台ヶ原ハイキングが始まりました。 

 

 

 

初めて来た人も数回の人も、the.大台ヶ原 に包まれ穏やかな天気と美しい景色の中、全員で同じ「上道」を歩きました。 

 

 

 

 

 

遠くに三重の海が見える休憩

所。周囲の紅葉も素晴らし

い！ここで柿の葉寿司のお弁

当をいただいて「上道」を引

き返しました。往復 3200km 

日出ケ岳目指して一歩一歩階段を登る 

日
出
ケ
岳
山
頂
で 

奈良を出発早々千載会長からうれしいお知らせがあった。11/2 発表だが明日にはニュースに載るのでと 11/1 日に聞く。 

創立 20 周年、ならやま景観整備活動 15 周年、この節目の年にご褒美がいただけるとはなんと嬉しいことでしょう！！ 

「自ラ進デ社会ニ奉仕スル活動ニ従事シ徳行顕著ナル者」に授与される。 



 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

延々と続く木道、よく整備された道をひたすら大蛇嵩を目指して歩き続ける 

日出ケ岳→300m 休憩→500m 正木峠→700m 正木ケ原→400m 尾鷲辻→900m 牛石ケ原→300m 大蛇嵩分岐→300m 大蛇嵩 

やっと到着！ 大蛇嵩だ－！ 

山男に

山女 大丈夫か－？ 

 

落
ち
な
い
で
ね
～
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完全踏破コース 大蛇嵩→大蛇嵩分岐→シオカラ谷→駐車場（8.4km） 日出ケ岳・大蛇嵩コース 大蛇嵩→牛石ケ原→尾鷲辻→中道→駐車場（8.8km）   

シオカラ谷から登り坂、もう少しで駐車場というところでオオアカゲラ発見！  

シャッターを切った見事な写真。 

赤く色づいたナナカマド 

それぞれの道を歩いて

駐車場で集合。今夜の

宿「杉の湯」へ向け出

発。山を降りながら遠

くの山々近くの紅葉を

存分に楽しみました。 

前会長の乾杯の音頭で宴会の幕開け、次々運ばれてくるご馳走に舌鼓を打ちながら、自己紹介が始まる。千載さん作詞作曲、独唱ならやま音頭の初披露あり。 

朝
風
呂
は
こ
ん
な
感
じ
？ 

ナ
メ
ゴ
谷
の
紅
葉
も
見
た

か
っ
た
！
こ
れ
は
春↑

 



 

↑この嬉しそうな顔↓ 

一夜明けて勢揃い、山ガール 

の３人はお寝坊でした。→ 

２日目の行程に出発 

丹生川上神社上社：大滝ダム建設に伴い平成 10 年山の中腹に移転されました。 

蜻蛉の滝：高さ 50m、雄略天皇を虻から救

った蜻蛉（トンボ）伝説から命名。歴史の

ある滝です。。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹
生
川
上
神
社
中
社 

中社近くに神武天皇ゆかりの地があり、急遽訪れることに。夢渕と東の滝。 
緑に囲まれたふる

さと村。火曜日定

休のため近くの河

原で昼食。きれい

な水、きれいな紅

葉を楽しんだが寒

くなってきた。 

七滝八壷：深い山々

から湧き出る清水

を集めた流れが１

段．２段．３段．．．

７段と連続して落

ちる名物の滝（今回

は残念ながらパス

しました） 



 

 

 

  

 

 

東吉野村は明治維新への魁となった天誅組が最期を遂げた地です。当時の村人たちは、何の欲得も無く命を散らした彼らの志に情熱を感じ、墓碑を建て慰霊

と顕彰を始めたのです。この地には天誅義士の無念の足跡が村中に残されています。 

村人のお墓は今も塔婆だけ？ 

最後の訪問地：八咫烏神社 御祭神：神武天皇を吉野の山中から大和へ道案内し勝利に貢献した八咫烏大神（伝：建角身命の化身） 

またまた杉本さんに解説していただきました。 

←八咫烏神社鳥居

前で迎えの生駒交

通バスを待つ 

天候に恵まれ、雄大な自然と深い歴史に触れた一泊二日の短い旅行でしたが、２０周年記念

に相応しい旅になりました。帰りのバス内で小島さんが用意されたクイズは幼稚園児なら解

けるというのに全く分からなくて・・・いいクイズでした。みなさまお疲れさまでした。 


